
令和２年度
高等学校入学者選抜学力検査問題

第 4 部

理 科

注 意

1 問題は， 1 から 5 まであり，10ページまで印刷してあります。

2 答えは，すべて別紙の解答用紙に記入し，解答用紙だけ提出しなさい。

3 問いのうち，「 選びなさい。」と示されているものについては，問い

で指示されている記号で答えなさい。
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１ 次の問いに答えなさい。

問１ 次の文の ① ～ ⑥ に当てはまる語句を書きなさい。

 肺動脈には，動脈血に比べ，含まれる酸素が少なく二酸化炭素が多い ① 血が

流れている。

 化学変化（化学反応）が起きるときに，周囲の熱を吸収して温度が下がる反応を ②

反応という。

 サンゴの化石のように，その化石を含む地層のたい積した当時の環境を推定すること

ができる化石を ③ 化石という。

 化学変化の前後で，その化学変化に関係する物質全体の質量が変わらないことを

④ の法則という。

 力を表す三つの要素には，力の大きさ，力の向き， ⑤ がある。

 図１のように，物体が凸レンズと焦点との間にあるとき，凸レンズをのぞくと，物体

より大きな像が実際と同じ向きに見える。このような像を ⑥ という。

問２ 次の文の ① ， ② に当てはまる語句を，それぞれ書きなさい。

生命活動で生じた有害なアンモニアは，血液に取り込まれて ① に運ばれ，害の少

ない尿素につくり変えられる。次に，尿素は ② に運ばれ，余分な水分や塩分ととも

に血液中からこし出され，尿として排出される。

問３ 次の文の ① ， ② に当てはまる語句を，それぞれ書きなさい。

火山岩は，肉眼で斑点状に見える比較的大きな鉱物が，肉眼ではわからないほど細かい

粒やガラス質に囲まれている。この比較的大きな鉱物を ① ，そのまわりの細かい粒

などでできた部分を ② という。

問４ 胞子をつくって子孫を増やす植物を，ア～カからすべて選びなさい。

ア アブラナ イ イチョウ ウ マツ

エ ゼニゴケ オ サクラ カ スギナ

問５ 次の化学反応式の に当てはまる化学式を書きなさい。

２ＣｕＯ ＋ → ２Ｃｕ ＋ ＣＯ２

焦点 物体

凸レンズ
図１
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１ 次の問いに答えなさい。

問１  ～ の計算をしなさい。

 －５×３

 ９－６
２

 14× ７－ ８

問２ 絶対値が４である数をすべて書きなさい。
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問６ 図２は，気温と飽和水蒸気量との関係を示したものである。11℃の空気の湿度が30％の

とき，この空気１ｍ に含まれる水蒸気量は何ｇか，書きなさい。3

問７ 図３のように，底面積が２ｍ の円柱を水平面に置いたとき，円柱が水平面におよぼす圧2

力は150Paであった。このときの円柱にはたらく重力の大きさは何Ｎか，書きなさい。

水平面

２ｍ２

図２

図３
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問３ 下の資料は，Ａ市における各日の最高気温を１週間記録したものです。中央値を求めな

さい。

（資料）

曜日 日 月 火 水 木 金 土

最高気温（℃） 22.2 31.1 32.0 34.2 24.2 21.6 25.9

問４ 下の図のような正三角錐ＯＡＢＣがあります。辺ＡＢとねじれの位置にある辺はどれで
すい

すか，書きなさい。

Ｏ

Ｂ

Ａ Ｃ
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２ 次の問いに答えなさい。

物質の密度について調べるため，次の実験１，２を行った。

実験１ 質量がいずれも13.5ｇの３種類の金属Ａ～Ｃを用意し

た。次に，図１のようにあらかじめ50.0cm の水を入れて3

おいたメスシリンダーにＡを入れ，水中に沈んだときの

○a
メスシリンダーの目盛りを読み取った。さらに，Ｂ，

Ｃについても，それぞれ同じように実験を行い，メスシ

リンダーの目盛りを読み取った。表は，このときの結果

をまとめたものである。

実験２ 図２のような３種類のプラスチックからできているペットボトルを用意した。

[1] ペットボトルから，３種類の

プラスチックの小片を切り取

り，Ｓ，Ｔ，Ｕとした。

[2] 図３のように，３つのビーカー

を用意し，水，エタノール（Ｅ），

○ｂ
水とエタノールの質量の比が

３：２になるように混合した液

体（Ｚ）を，それぞれ入れた。

[3] 水が入ったビーカーに，Ｓ～Ｕを入れたところ，ＴとＵは浮き，Ｓは沈んだ。

[4] エタノール（Ｅ）が入ったビーカーに，Ｓ～Ｕを入れたところ，すべて沈んだ。

[5] 液体（Ｚ）が入ったビーカーに，Ｓ～Ｕを入れたところ，Ｕは浮き，ＳとＴは

沈んだ。

図３

金属Ａ

100

90

図１

キャップ

ラベル

ボトル

キャップ：ＰＰ
ラベル：ＰＥ

ボトル

...
........... 拡大

図２

0822 ／３

表

金属Ａ 金属Ｂ 金属Ｃ

読み取った体積〔cm 〕 55.0 51.7 51.53

水 エタノール（Ｅ） 液体（Ｚ）

水とエタノールの質量の比
が３：２になるように混合
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問５ yは xに比例し， x＝２のとき y＝－６となります。 x＝－３のとき， yの値を求めな

さい。

問６ 下の図のように，線分ＡＢを直径とする半円があり，ＡＢ＝５㎝とします。弧ＡＢ上に

点Ｃを，ＢＣ＝２㎝となるようにとります。このとき，線分ＡＣの長さを求めなさい。

Ａ Ｂ

Ｃ

５cm

２cm
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問１ 実験１について，次の ， に答えなさい。

 次の文は，下線部○a において正しく読み取る方法を説明したものである。 ① に当

てはまる語句を書き，②の｛ ｝に当てはまるものをア～ウから選んで，説明を完成さ

せなさい。

メスシリンダーを水平なところに置き，目の位置を液面（メニスカス）と同じ高さにし

て，液面の ① を見つけて，最小目盛り（１目盛り）の②｛ア ２分の１

イ 10分の１ ウ 100分の１｝まで目分量で読み取る。

 金属Ａの密度は何g/cm か，書きなさい。また，金属Ａの密度をａ，金属Ｂの密度を3

ｂ，金属Ｃの密度をｃとするとき，ａ，ｂ，ｃの関係を表しているものを，ア～カから選

びなさい。

ア ａ＞ｂ＞ｃ イ ａ＞ｃ＞ｂ ウ ｂ＞ａ＞ｃ

エ ｂ＞ｃ＞ａ オ ｃ＞ａ＞ｂ カ ｃ＞ｂ＞ａ

問２ 実験２について，次の ～ に答えなさい。

 次の文の ① に当てはまる語句を書きなさい。また，②，③の｛ ｝に当てはま

るものを，それぞれア～ウから選びなさい。

プラスチックは，石油を主な原料として人工的につくられ，合成 ① ともよばれて

いる。プラスチックには，ＰＥＴやＰＥなど，さまざまな種類があり，ペットボトルのボトル

は，②｛ア ポリエチレン イ ポリエチレンテレフタラート ウ ポリプロピレン｝

からできている。実験２の結果から，ペットボトルのボトルから切り取ったプラスチック

の小片は，③｛ア Ｓ イ Ｔ ウ Ｕ｝であることがわかる。

 下線部○ｂを，水50.0cm にエタノールを加えてつくるとき，加えるエタノールの体積〔cm 〕3 3

は，どのような式で表すことができるか。水の密度を1.0〔g/cm 〕，エタノールの密度を3

ｅ〔g/cm 〕とし，ｅを用いて書きなさい。3

 プラスチックの小片Ｓ～Ｕ，エタノール（Ｅ），液体（Ｚ）のうち，水よりも密度が小

さいものをすべて選び，密度の大きい順に並べて記号で書きなさい。

0822 ／３
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２ 次の問いに答えなさい。

問１ x＝１，y＝－２のとき，３x ( x＋２y )＋ y( x＋２y ) の値を求めなさい。
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３ 次の問いに答えなさい。

北海道のＳ町で，太陽や惑星の見え方について調べるため，次の観察を行った。

観察１ [1] ある日，太陽投影板をとりつけた天体望遠鏡を太陽に向け，円をかいた記録用

紙を太陽投影板に固定して太陽の像を円に重ね，黒点を２つすばやくスケッチし，

Ａ，Ｂとした。また，観察していると，太陽の像が動いて記録用紙の円から外れ

ていったので，外れていった方向を矢印（ ）で記入した。図１は，このときの

結果をまとめたものである。なお，２つ

の黒点Ａ，Ｂは，ほぼ円の形をしていた。

[2] ５日後に，[1]と同じ方法で，周辺部

に移動した黒点Ａ，Ｂを観察し，記録

用紙にスケッチした。

観察２ ある日，日の出の１時間前に，金星

と火星を観察し，それぞれの位置を調

べた。図２は，このときの結果をまと

めたものである。

問１ 観察１について，次の ， に答えなさい。

 太陽投影板に投影された太陽の像が，記録用紙の円から外れていったのと同じ原因で

起こる現象を，ア～エから１つ選びなさい。

ア 秋分の日の昼の長さが，夏至の日の昼の長さに比べ短くなった。

イ 夏の南の空に見えたさそり座が，冬には見えなくなった。

ウ ６月の日の出の方位が，３月に比べて北側になった。

エ 東の空に見えたオリオン座が，その日の真夜中に南中した。

 下線部のスケッチはどのようになっているか，解答欄の図にかき加えなさい。その際，

図１のように黒点ＡとＢがわかるように区別すること。

図２

図１
記録用紙

Ａ

Ｂ

円

南東

金星
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20°

30°
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問３ 下の図のような△ＡＢＣがあります。辺ＡＣ上に点Ｐを，∠ＰＢＣ＝30°となるように

とります。点Ｐを定規とコンパスを使って作図しなさい。

ただし，点を示す記号Ｐをかき入れ，作図に用いた線は消さないこと。
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★
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★

★

問２ 図３は，観察２を行った日の太陽（ ）と金星（ ），地球（ ）の位置関係を模式的に

示したものである。なお，円はそれぞれの公転軌道を，矢印（ ）は公転の向きを表して

いる。次の ～ に答えなさい。

 観察２を行った日の金星を天体望遠鏡で観察し，上下左右が実際と同じになるように

スケッチしたものとして，最も適当なものを，ア～エから選びなさい。

 火星の公転軌道と，観察２を行った日の火星（★）の位置を図３にかき加えたものと

して，最も適当なものを，ア～エから選びなさい。

 次の文の①～③の｛ ｝に当てはまるものを，それぞれア，イから選びなさい。な

お，金星の公転周期はおよそ0.6年，火星の公転周期はおよそ1.9年である。

観察２を行った日の１か月後の日の出の１時間前に，金星と火星を観察すると，

観察２を行った日に比べ，金星の高度は①｛ア 高く イ 低く｝なり，金星と火星は

②｛ア 離れて イ 近づいて｝見えると考えられる。また，金星の見かけの大きさ

は③｛ア 大きく イ 小さく｝なると考えられる。

ア イ ウ エ

エウイア

図３
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問３ 下の図のような△ＡＢＣがあります。辺ＡＣ上に点Ｐを，∠ＰＢＣ＝30°となるように

とります。点Ｐを定規とコンパスを使って作図しなさい。

ただし，点を示す記号Ｐをかき入れ，作図に用いた線は消さないこと。

Ａ

Ｂ Ｃ
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問４ 下の資料は，北海道旗（道旗）の大きさの基準についてまとめたものです。次の問いに

答えなさい。

（資料）

○道旗の大きさの基準

道

章
の
直

径

北海道章（道章）

・道旗の縦と横の長さの比は，２：３である。

・道旗の中央にある道章の直径は，道旗の縦の長さの 倍である。

 道章の直径を a cmとするとき，道旗の縦の長さは何cmですか。 aを使った式で表しな

さい。

 面積が9000cm２である道旗の縦の長さは何cmですか。道旗の縦の長さを x cmとして方

程式をつくり，求めなさい。

５
－
７
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図３

図４

４ 次の問いに答えなさい。

手回し発電機を用いて，次の実験１，２を行った。

実験１ [1] 図１のように，手回し発電機

に抵抗10Ωの電熱線および電流

計をつないで，回路をつくった。

[2] 次に，１秒間あたり１回の回

転数で，ハンドルを反時計回り

（矢印の向き）に繰り返し回転

させ，回路に流れる電流の大き

さを調べた。

[3] ハンドルの回転数を，２回，

３回にかえ，それぞれ同じよ

うに電流の大きさを調べた。

表は，このときの結果をまとめた

ものである。

実験２ [1] １本のエナメル線を用意し，

図２のように，エナメル線の両

端を少し残して，正方形のコイ

ルをつくり，残した線の下側半

分のエナメルをそれぞれはがし

て，線Ｘ，Ｙとした。

[2] 図３のように，水平な台の上

に，導線Ａ，Ｂをそれぞれつな

いだ２本のアルミパイプを固定

し，Ｓ極を上にした円形磁石の

真上にコイルを垂直にして，線

Ｘ，Ｙをパイプにのせた。この

とき，エナメルをはがした側を

下にしておいた。

[3] 導線Ａ，Ｂに手回し発電機を

つなぎ，ハンドルを反時計回り

に回したところ，電流は図４

の矢印（ ）の向きに流れ，コ

イルは回転しながら移動した。

図１

図２

１秒間あたりのハン

ドルの回転数〔回〕

電流の大きさ〔Ａ〕 0.14 0.28 0.42

１ ２ ３
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３ 次の問いに答えなさい。

問１ 下の図は，2020年の９月と12月のカレンダーです。2020年だけでなく，毎年，９月と

12月は，１日から30日までの曜日が同じです。このことを，次のように説明するとき，

ア ～ ウ に当てはまる整数を，それぞれ書きなさい。

(説明)

９月と12月の１日から30日までの曜日が同じであるためには，９月１日と12月１日

の曜日が同じであればよい。また，９月１日の n日後が，９月１日と同じ曜日と

なるのは， nが ア の倍数のときだけである。

９月１日の n日後が12月１日のとき，10月が31日まで，11月が30日まである

ことから，n＝ イ となり， イ ＝ ア × ウ と表せるので，

イ は ア の倍数であることがわかる。

よって，９月１日と12月１日の曜日が同じであり，30日までの曜日が同じとなる。

2020年９月

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

2020年12月

日 月 火 水 木 金 土
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６ ７ ８ ９ 10 11 12
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問１ 実験１について，次の ， に答えなさい。

 [2]のときの，電熱線に加わる電圧は何Ｖか，書きなさい。

 図１の回路に，抵抗10Ωの電熱線を図５のようにもう１つつなぎ，１秒間あたりのハン

ドルの回転数を３回にしたとき，回路に流れる電流の大きさは何Ａになるか，最も適当

なものを，ア～エから選びなさい。

ただし，回転数が同じときの，手回

し発電機が回路に加える電圧は，電

熱線の数に関係なく，変わらないも

のとする。

ア 0.07Ａ イ 0.14Ａ ウ 0.21Ａ エ 0.28Ａ

問２ 実験２について，次の ～ に答えなさい。

 [3]でコイルが回転するしくみを説明した次の文の①，②の｛ ｝に当てはまるもの

を，それぞれア，イから選びなさい。

ハンドルを回すと，コイルに電流が流れて電流が磁界から力を受けるため，コイルは，

線Ｘから線Ｙの方向に見て，①｛ア 時計回り イ 反時計回り｝に回りはじめる。コ

イルが回っていくと，線Ｘ，Ｙのエナメルをはがしていない部分がアルミパイプに接する

ため，コイルに電流が流れなくなり，磁界から力を受けなくなる。一方，物体には，

②｛ア 慣性 イ 弾性｝という性質があるため，コイルは止まることなく回っていく。

このようにしてコイルがさらに回っていくと，線Ｘ，Ｙのエナメルをはがしている部分が，

再びアルミパイプに接するため，電流が流れてコイルはさらに回る。

 [3]において，ハンドルを時計回りに回すと，電流の向きが逆になるため，コイルは実

験結果と逆向きに回転する。ハンドルを時計回りに回して，実験結果と同じ向きにコイル

を回転させるためには，どのようなことをすればよいか書きなさい。ただし，導線Ａ，Ｂ

とアルミパイプのつなぎ方，および導線Ａ，Ｂと手回し発電機のつなぎ方は，いずれも変

えないものとする。

 実験２を，線Ｘ，Ｙの上側半分のエナメルもはがして行うと，コイルは垂直の状態から

どのようになるか，最も適当なものを，ア～エから選びなさい。

ア 垂直のまま，まったく回転しない。

イ ４分の１回転し，回転が止まる。

ウ 半回転し，回転が止まる。

エ １回転し，回転が止まる。

電熱線 電熱線

図５
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問２ 下の資料は，2020年から2032年までの，１月１日の曜日とうるう年（２月29日がある年）

である年をまとめたものです。2021年から2100年までの間に，2020年と１年間のすべての

日の曜日が同じになる年を，すべて求めなさい。

（資料）

年 １月１日の曜日 うるう年（○）

2020 水 ○

2021 金

2022 土

2023 日

2024 月 ○

2025 水

2026 木

2027 金

2028 土 ○

2029 月

2030 火

2031 水

2032 木 ○
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５ 次の問いに答えなさい。

植物の根の成長を調べるため，タマネギを用いて，次の観察と実験を行った。

観察 タマネギの根の先端部分を切り取り，染色液

で染色してプレパラートをつくった。このプレ

パラートを顕微鏡のステージにのせ，最初に低

倍率で細胞分裂が行われている細胞を探し，次

に，高倍率で観察した。図１は，このとき観察

した細胞のようすである。

実験 [1] 図２のように，長さが15mmの同じような２本の根を根Ａ，Ｂとし，Ａには，根

の先端から１mmのところを１つ目として，１mmごとに10mmまで印（ ）を計10個

つけた。印をつけた後すぐに，Ｂだけ根もとから切り取り，Ａは水につけた。次

に，Ｂを縦方向にうすく切って，根の先端から１mmごとに細胞の縦方向の長さを

調べた。図３は，５mmのところにあった細胞を調べたときのようすである。

[2] 印をつけてから24時間後，

図４のように，Ａの長さは約

21mmになっており，１つ目の

印の位置はほとんど変わらな

かったが，２つ目の印からは

先端からの距離が長くなり，

先端から10mmのところに４つ目

の印があった。また，４つ目

から10個目の印までの間は，印と印の間隔がほとんど変わらず，いずれも約１mm

であった。印の位置を調べた後すぐに，Ａを根もとから切り取り，根の先端から

20mmまで，［1］のＢと同様に，細胞の縦方向の長さを調べた。

図５は，［1］で調べた根Ｂの細胞の縦方向の長さと，[2]で調べた根Ａの細胞の縦方

向の長さを，グラフに表したものであり，根の先端から同じ距離にあるＡとＢの細胞

の長さに違いはほとんどなかった。

細胞Ｘ

細胞Ｙ

根Ａ 根Ｂ

15mm

１つ目の印

タマネギ

拡大
４mm

０mm
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４つ目の印

細
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の
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方
向
の
長
さ

拡大

うすく切った根Ｂ０mm

５mm
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拡大
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水
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10mm
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４ 下の図のように，２つの関数 ……①， y＝－ x２……② のグラフがあります。

①のグラフ上に点Ａがあり，点Ａの x座標を tとします。点Ａと y軸について対称な点をＢと

し，点Ａと x座標が等しい②のグラフ上の点をＣとします。また，②のグラフ上に点Ｄが

あり，点Ｄの x座標を負の数とします。点Ｏは原点とします。

ただし， t＞０とします。

次の問いに答えなさい。

問１ 四角形ＡＢＤＣが長方形となるとき，点Ｄの座標を， tを使って表しなさい。

問２ t＝４とします。点Ｃを通り，傾きが－３の直線の式を求めなさい。
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問１ 観察について，次の ， に答えなさい。

 次の文は，顕微鏡で観察するとき，下線部のように最初に低倍率で探す理由を説明した

ものである。説明が完成するように， の中に当てはまる語句を書きなさい。

低倍率の方が高倍率よりも， ，明るく見えるので，観察したい

ものが探しやすいから。

 図１の細胞Ｘにある染色体を，図６のように模式的に示すとす

ると，細胞Ｙ（の核）にある染色体はどのように示すことができ

るか，最も適当なものを，ア～エから選びなさい。なお，図６の

染色体は，複製された染色体が２本ずつくっついた状態になって

いる。また，細胞Ｙは，細胞分裂直後の，２つの細胞のうちの１

つであるが，核の中の染色体は，模式的に示すことができるもの

とする。

ア イ ウ エ

問２ 実験について，次の ， に答えなさい。

 実験[1]で４つ目の印のところにあった根Ａの細胞の縦方向の長さは，何mmであったと

考えられるか，書きなさい。また，印をつけてから24時間後，その細胞は，縦方向に何mm

のびたと考えられるか，書きなさい。

 実験の結果について説明した次の文の ① ～ ③ に当てはまるものとして最も

適当なものを，それぞれア～コから選びなさい。

実験[1]で印をつけてから24時間で，根Ａは，どの部分でも同じようにのびたのではな

く，印をつけたときに根の先端からの距離が ① の範囲にあった部分がよくのびてい

た。また，根の細胞が縦方向にのびたのは，印をつけたときに根の先端からの距離が ②

の範囲にあった細胞であった。これらのことから，根の先端からの距離が ③ の範囲

にあった細胞の縦方向ののびは，実際の根ののびにほとんど影響しないことがわかる。

ア ０mm～約４mm イ ０mm～約８mm ウ ０mm～約10mm

エ ０mm～約15mm オ 約１mm～約４mm カ 約１mm～約８mm
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１
y＝－x２

２

Ｃ

ＡＢ

Ｏ
x

y

②

①

Ｄ

- 10 -

問３ ２点Ｂ，Ｃを通る直線の傾きが－２となるとき，点Ａの座標を求めなさい。

- 10 -

問３ ２点Ｂ，Ｃを通る直線の傾きが－２となるとき，点Ａの座標を求めなさい。

- 10 -

問３ ２点Ｂ，Ｃを通る直線の傾きが－２となるとき，点Ａの座標を求めなさい。

複製された２本ず
つの染色体



第4部！理 科 l 正 答 表

問題番 号 正 答 配点通し 採点基準 問題番 号 正 答 配点通し 採点基準番号 番号

(1) ① 静脈 1 ① (1) ウ 2 ⑫

(2) ② 吸熱 1 ② (2) ア 2 ⑳

口
問

間 (3) ③ 示相 1 ③ ① イ
2 

1 (4) ④ 質董保存 1 ④ (3) ② ア 2 ⑳ 完全解答

(5) ⑤ カのはたらく点 1 ⑤ 「作
ょ
用点」で ③ イも い＾

(6) ⑥ 虚像 1 ⑥ 間 (1) 1. 4 (V) 2 ⑮

ロ
問 ① 肝臓 1 (2) ウ 2 ⑳

2 ⑦ 完全解答
2 ② じん臓 ① ア

(1) 2 ⑰ 完 全 解答
間 ① 斑晶

口
② ア

2 ⑧ 完 全 解答
3 ② 石基 間 磁（

正
石

答
の

例
N

）
極を

「磁石のS極

完順全不解答同
を下にしてコ

問 4 工，カ 2 ⑨ 2 (2) 上にしておく 3 ⑳ イルの上に持
 っていく 」で

問 5 C 2 ⑩ もよい。

間 6 3(g) 2 ⑪ (3) イ 2 ⑳

間 7 300(N) 2 ⑫ 視（正野答
が

例
広
）
く

「見える範囲
問 (1) 2 ⑳ が広く」でも

最（正
も

答低例
い

）
とこ

完全解答 よい。
① ①は「平らな 1 

(1) ろ 2 ⑬ ところ」でも (2) イ 2 
問 よい。 縦方向の長さ② イ 縦方向 0. 15(mm)1 

口
の長さ のみ正解の場

密度 2. 7 (g/cm3) 2 ⑭ (1) 3 ⑫ 合は中間点1
(2) のびた 0. 1 (mm) 点とする。

記号 力 1 ⑮ 間 長さ

口 ① 樹脂 1 ⑯ 2 ① オ ① と②がとも
に正 解の場合

(1) ② イ (2) ② 力 3 ⑬ のみ中間点2
1 ⑰ 完 全 解答 点とする。

問 ③ ア ③ ケ

2 (2) -100 
(crn3) 2 ⑱ 計 60 

3e 
大きい�小さい

(3) T, Z, U, E 
2 ⑲ 完 全 解答

(1) 工 1 ⑳

(2) （正答例） 3 ⑳ 1 矢印側の
周辺部に移動
していること。
2 縦方向に

間
細長い形であ

口
ること。

← , (\/ B A 

3 1のみ満1 たされている
場合は中間点

2点とする。

（注） 1回の間1(2), 回の間2 (1), (2)以外は，中間点を認めない。
2その他正答表に示された事項以外のものについては，学校の判断による。
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